不折 流の カットが かいて ある。 また 自 刻の 印章 —— 

ボ— ト 形の 内に 竪琴と 星 を 刻した の —— が 押して ある。 

ばしょう 

自分の 家の 門 や 庭の 芭蕉な どの 精密な 写生が あるかと 

思う と、 裏 田んぼの 印象 風景な ども ある。 「くいし (山 

名) へ 行く に は どっちで すか」 「神社」 「アツ マコ ー ト」 

おきな 

「小 女 山道」 「昼飯」 「牛 を 追う 翁」 「みかん」 「いこい 

つつ 水の 流れ をな がめ おれば、 せきれい 鳴いて 日暮れ 

ん とす」 など、 とり 止め もない 遠足の 途中の いたずら 

書きら しい もの も ある。 

亮 のかいた 絵に 私が 題 句 を かいたり、 亮の 句に 私が 

生意気な 評の ような もの を かいたり したの も ある。 私 



くまち と 

は そのころ 熊 本で 夏 目先 生に 句 を 見て もら つ ていた。 

そして 帰省す ると 甥に 句 を 作らせて 自分が 先生の つも 

りで いた ものら しい。 とにかく そのころ の亮と 私の 生 

活 はない 交ぜた ものの ようにな つていた 事が この 帳面 

を 見ても よく わかる。 

裏 坪 や 台所な どの スケッチ を 見る と、 当時の B 家の 

さまが いろい ろ 思 い 出されて、 そのこ ろから わずかに 

一 一十 年の 間に 相次いで なくなった 五 人の 親しい 人々 の 

面影 を、 ついそ こらに 見る ような 気がする。 

私が 大学へ 移った のと 入り 代わりぐ らいに、 亮は 

ぐ まちと 

熊 本の 高等学校へ はいった。 同じ 写生帳の 後半に は そ 



ひなぐ おんせん みすみ こう おあま ゆ 

この 寄宿舎 や、 日奈久 温泉、 三角 港、 小 天の 湯な どの 

かわかみび ざん にお うきす 

小景が ある。 日 奈久の 温泉宿で 川上 眉 山 著 「鳩の 浮 巣」 

という の を 読んだ 事な どが スケッチの 絵から わかる。 

浴場の 絵に は 女の 裸体が ある。 また 紋付きの 羽織で、 

はち ま 

書 机に 向かって 鉢巻き をして いる 絵の 上に 「ァ ー ウル 

サイ、 モ— 落第しても かまん、 遊ぶ 遊ぶ」 とかいた も 

の も ある。 

亮が 後年まで ほとんど 唯一 の 親友と して 許し 合って 

いた M 氏との 交遊の 跡 も 同じ 帳面の 絵から わかる。 

中学 時代から いっしょであった のが、 高校の 入学 試 

験で M 氏 は 通過し、 亮は 一年お くれた。 その 時 M 氏に 



「弟と 通リを 散歩しながら、 いつにな く、 自分の 感情 

の 美しから ざる 事な ど を 投げ出す ように 話した。 おれ 

は 自分 を あわれむ という ほかに 何も 考えない。 こんな 

事 を 言った。 そして 弟の 前に 自分 を 踏みつけた 時に 少 

し 心の 安 まるよう な 心持ちが した。 しかし この 絶望の 

声に 対して 少しの 同情 を 期待した というよ うな 弱い 心 

持ち もあった よう だ。 …… 自分 は 自分の 生命 を 左右す 

るよう な 大事 は、 恐れて 忘れよう 忘れようと つとめる _ 

そして 日々 trifles によ つ て 苦しめられ ている ご 

「高等学校の 校医の 〇〇 も、 〇〇 と いう 体操 教師 も 『君 

のにい さん はとて も 高等学校 もよ う 卒業 しまいと 思つ 



この 世の中で 最 劣等の 人間の ごとく 自分 を 感じて い 

た亮 は、 彼 を 教えて いた 教授が たの 目に は 決してそう 

ばかりと は 見えなかった。 ある 先生な ど は 特に 彼の 頭 

のい い 事 を 確かに 認めて いたらし い。 それで 卒業 席次 

がいちばん 下の ほうであった にか かわらず、 先生の 推 

挙 によって T 県の F 町の 農学 校の 教諭と して 赴任す る 

ことと なった。 そして 数年 前に 結婚して 郷里に 残して 

あった 妻と、 そこに 始めて 自分の 家庭 を もつ ように 

なった。 

かの 地に 行って からの 生活に ついては 私 は あまり 多 

く を 知らない。 しかし そこでの 亮 はだいたい におい 



て 幸福で あ つ たらしく 私に は 思われる。 

交際と いう 事に は 全く 慣れず、 あらゆる 実務と いう 

事に 経験 もな く 趣味 もなかった 亮の 赴任 当座 は、 ずい 

ぶんいろ いろ 困る 事が 多 か つたろう という 事 は 想像す 

るに 難くない。 おそらく あらゆる 失敗 を 重ね、 それに 

ついて あらゆる 苦痛 をな めたろう と 想像され る。 r 自 

己の 頭の 間違い 多き を 恐れて、 ますます 間違 い を 生ず」 

という 文句が 入学式の あった 日の 日記に あるの も、 そ 

のへん の 消息 を 語って いるよう に 見える。 しかし 格別 

の大 失態と いう ほどの 事 もなくて、 後に は 教頭 や 舎監 

も 勤めて いるの を 見る と、 そういう 地位に でも どうに 



スリッパ という あだ 名 をつ けて いたそう である。 生徒 

はまた 亮 に 「たつのお とし子」 という あだ 名 をつ けて 

いると 自分で 話して いた。 これ は 彼の 顔つき ややせ て 

ひよ ろ 長く、 I 背 を 丸く している 格好な どから 名 づけ 

たもので あろう。 実際そう いえば そうら しい 様子 も 

あった。 しかし 彼の 風貌に は どことなく 心の奥底の や 

さしみと 美し さが 現われて いたよう に 思う。 生徒の こ 

けんき 

の あだ 名から 私 はどうしても 単純な 憎悪 や 嫌忌 を 読み 

取る 事が できない。 

友 だち といつ しょに 酒 を 飲んだり する 時には、 どう 

かする と 元気が よくて、 いつにな く 高談 放 語したり、 



ちて 永久に 見失われた というよ うな 心持ち もした。 

亮の 死の 報知が 伝わった 時に、 F 町の 知友た ち は 

並み並みならぬ 好意 を 故人の 記念の 上に 注いで くれた。 

生前から 特別な 恩典 を 与えて 心安く 療養 を させて くれ 

た 学校 当局 は、 さらに 最後の 光栄 を 尽くさして くれた。 

親し か つ た 人々 は 追悼会 や 遺作 展覧会 を 開いて くれ、 

しんせき 

また いろいろの 余儀ない 故障の ために 親戚の もの だれ 

一 人 片付けに 行く 事ので きなかった 遺物の 処理まで も 

遺憾な く 果たして くれた。 そして この 処理の 中に 一通 

りならぬ 濃 まやかな 心づ かいの こもって いるの を 感じ 

ない わけに は 行かなかった。 



やだま 

幸な 事 かもしれ ない。 防御の ない 急所 を 矢 弾の 雨に さ 

ら すよう な もの かもしれ ない。 その上に また 亮は 弱い 

健康に は 背負い きれない 「生」 の 望み を 背負って いた。 

そういう 不調和の 結合から 来る いろいろの 苦悩 は 早く 

から 亮の心 を 宗教に 向かわせた。 始めは キリストの 教 

え を 通って ついに は 親鸞の 門に はいった。 最後に どこ 

まで 進んで いたか はわから ない が、 ただ 彼の 短い 

し よ うが い 

生涯が 決して それほど 短い ものでなかった という 事 

だけ は 言え るよう に 思 う。 

(大正 十 一 年 五月、 明星) 
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